
298 新潟医学会雑誌 第105巻 第4号 平成3年4月

6)産婦人科におけるフィブリン接着剤の応用

::∴ 言 ::: 一二 ∴ ､ -

ジャり一一にあたり､内性器における (再)癒着を防1.卜す

る観点より,腹膜片移植術を応用してきた.今E軸T)発表

では.1982年4月より199()年4月までに,私達が行-)

本法が卵管のて-†ツr=いけ--ジャリー一･一時に行われた例は

10伊｢ごあった.卵管周押癒着U)剥離部と卵管間質部･峡

部吻合時の紫膜欠損部-移植された.この10例のうち,

初期の3例は8H-Oナ[ロン糸を用いる縫合法Eこよった

那,以降の7例は生体接着剤であるベ1)1;)スト-PuILh

が使用された.

本法は,虹や性を保持Lたい若年者の子宮内膜症性の

卵巣のう腫摘出術時に3例使用され 子宮筋腫核出時iこ

5例応用された.これらにはすべて生体接着剤が使用さ

れた,本刑を岡いることは.縫合法に比し,簡便で短時

卵管のマイクロサージャ))一に応用した1α例のF')ち.

3例iこその後の妊娠成立 ･分娩をふた.このうちの 1例

が帝王切開になったが,癒着は全く生 じていなかった.

頗映片移植の (再)癒着防止効果は,多数例iこおいて.

腹腔鏡検査によって確認されたとする日本大学の長田rっ

の報告があるが,生体接着剤は本手技を容易に行えるヰ)

のとした点が強調できると思われた.

7)餅耽.代用瞭耽手術におけるべ リブラス ト
Pの使用経験
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佐藤目性太郎 (.新潟大学泌尿器科)

餅肌.腸管を用いた代用蹄耽手術妄こおいて,縫合補強

の目的でべりブラストPを使用した.

対象は,腎孟尿管瞳覇2例.勝耽睦壕3例,前立腺陸

揚 1例.腎志操腎腫歯では.腎尿管全摘術,餅肌部!r)切

除術後の勝眺縫合部に,餅肌腫壕の1例は勝枇全摘術,

回腸導管造設術LT)尿管回腸吻合部に,残i)の3例は傍耽

全摘術,h4AINZ′くりチ造設術後の尿もI1に対し.MAl-

NZ ′ミウチ修復縫合部に.べりゾ;i-4卜Pを混合法にて

使用し.尿もれを指標として評価した.勝駅部分切除後

の1例はITPで大農ステロイド授与しており,術後3

週間目に多少の尿もれがあったためやや有効と評価 した

が,その他の5例では尿も.1日･まなく有効であ-,た.本刑

i･こよる明L-1かな副作用はなか1た.
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